
特定都市河川流域で雨水浸透阻害行為を行う際

には流出抑制のための許可が必要です

六角川流域は、特定都市河川浸水被害対策法に基づ
き、「特定都市河川」及び「特定都市河川流域」に指定

雨水貯留浸透施設の例

浸透ます

透水性舗装

雨水タンク

※これらのほかに、調整池などの雨水貯留施設整備もあります

田畑（耕地）から宅地に造成 田畑（耕地）に太陽光発電施設を設置

林地などの土地を締固め、資材置場へ
（未舗装）

資材置場（未舗装）を舗装して駐車場へ

雨水浸透阻害行為の例

特定都市河川流域の詳細図は、武雄河川
事務所または佐賀県のホームページをご確
認ください。
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されました。

六角川流域の特定都市河川流域内における
１,０００㎡以上の雨水浸透阻害行為（土地
の締固めや開発などにより雨水がしみこみにくくなる
行為）には、佐賀県知事の許可が必要です。

• 許可に伴い設置された雨水貯留浸透施設の機能を阻害
する恐れのある行為も佐賀県知事の許可が必要です。

• 雨水浸透阻害行為を行う際には、佐賀県の窓口（裏面参
照）への事前相談をお願いします。

• 許可に当たっては、技術基準に従った雨水貯留浸透施設
の設置が必要です。



令和元年8月 令和3年8月

家
屋

床上浸水（戸） 1,209戸 1,248戸

床下浸水（戸） 2,031戸 2,059戸

合計 3,240戸 3,307戸

浸水面積（ha） 5,759ha 5,407ha

令和元年８月、令和３年８月の出水における浸水被害実績

特定都市河川指定の経緯

六角川洪水調節施設

牟田辺遊水地

牟田辺遊水地

牛津川遊水地

牛津川遊水地

・六角川洪水調節施設整備

これまでの河川対策に加え、住まい方を
工夫するなど、まちづくりと河川対策が
調和した「流域治水」への転換

流域治水を本格的に実践するための
新たな法的枠組みである
「特定都市河川浸水被害対策法」
の活用によって、「水害に強く、住み続
けられるまちづくり」を推進する。

牟田辺遊水地

・ヨシ繁茂抑制対策
・広田川排水機場新設
・高橋排水機場増強
・牛津川遊水地整備
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R １ . ８ ：

R１.１２：

R ３ . ８ ：

R３.１１：

R3.12：

R 4 . 3 ：

R 4 . 6 ：

R4.11：

R ５ . 1 ：

六角川水系における流域治水の取組状況については、こちらを
ご覧ください。

流域治水とは

気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化などを踏ま
え、堤防の整備、ダムの建設・再生などの対策をより一層加
速するとともに、集水域（雨水が河川に流入する地域）から氾
濫域（河川などの氾濫により浸水が想定される地域）にわた
る流域に関わるあらゆる関係者が協働して水災害対策を行う
考え方です。

六角川の流域治水に関するページ：

令和元年佐賀豪雨

「六角川水系緊急治水対策プロジェクト」策定

河川激甚災害対策特別緊急事業を採択

令和３年8月豪雨

改正 特定都市河川浸水被害対策法の施行

第1～3回六角川水系流域治水協議会

・流域治水に関する施策等の紹介

・流域で取り組む水災害対策の議論

「新・六角川水系流域治水プロジェクト」策定

第4回六角川水系流域治水協議会

・対策ごとの時間軸を示した「行動計画」を策定

・特定都市河川浸水被害対策法の活用について

地域の実情に応じて柔軟に検討していくことを確認

第5回六角川水系流域治水協議会

・六角川上流域の特定都市河川指定に向けて調整を

進めることを確認

特定都市河川指定に向けた手続き開始

R5.3.２８：六角川を特定都市河川指定



「特定都市河川浸水被害対策法」とは？

特定都市河川の指定でできるようになること

六角川では、浸水リスクが高い範囲を特定都市河川流域に指定し、法的枠組みの下で、
雨水流出増加の抑制や流域の貯留・浸透機能の向上、水害リスクを踏まえた土地利用な
ど、浸水被害軽減に向けた対策の強化を図ります。
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六角川特定都市河川指定流域

武雄市

嬉野市

伊万里市

有田町

多久市

大町町 江北町

白石町

【背景】豪雨災害の激甚化・頻発化により、水災害が全国各地で大規模に発生。
このため、流域一帯の対策を進める手段として、特定都市河川の指定範囲が都
市部の河川から全国の河川へ拡大。(R3.11法施行)

【目的】国・県・市町村・企業等、流域のあらゆる関係者の協働による水害リスクを踏ま
えたまちづくり・住まいづくりを進めるとともに、流域における貯留・浸透機能の
向上を図り、流域全体での水災害対策を推進。



事前協議が必要です
【確認事項】
•現況土地利用、計画土地利用
•土地利用毎の面積集計
•雨水浸透阻害行為の面積算定など

【必要書類】
佐賀県のホームページよりご確認ください

いいえはい

雨水浸透阻害行為の面積は
1,000㎡以上ですか？

雨水浸透阻害行為の許可申請が必要です
（特定都市河川浸水被害対策法第30条）

【確認事項】
•対策工事 など

【必要書類】
佐賀県のホームページよりご確認ください

はい

いいえ

雨水浸透阻害行為の許可申請は不要
ですが、雨水流出抑制の努力義務があります
（特定都市河川浸水被害対策法第40条）

※開発に伴い必要となる都市計画法など、他の法令な
どに基づく手続きを不要とするものではありません。

特定都市河川流域内、かつ、事業規模は1,000㎡以上ですか？
特定都市河川流域の詳細図については、武雄河川事務所もしくは佐賀県のホームページをご確認ください。
URL https://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/tokuteitoshikasen/index.html（武雄河川事務所）
URL https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00395800/index.html（佐賀県）

・許可を受けずに雨水浸透阻害行為や雨水貯留浸透施設の機能を阻害する行為をした場合などは
法律により罰則（６ヶ月以下の懲役または３０万円以下の罰金）があります。
・許可の通知が文書で到着するまでは、雨水浸透阻害行為に関する工事に着手することはできません。
行為の内容により異なりますが、申請の事前相談から許可の通知まで期間を要しますので、十分に
期間の余裕をもってご対応されるようお願いします。

・特定都市河川流域内だが、
1000㎡未満の開発行為

4

雨水浸透阻害行為の許可申請フロー

武雄河川事務所

事前相談窓口 連絡先

佐賀県 河川砂防課 計画調整担当 TEL：0952-25-7540
Mail：kasensabou@pref.saga.lg.jp

●雨水浸透阻害行為の許可の事前相談窓口

詳細はホームページをご覧ください。

雨水浸透阻害行為に対する雨水貯留浸透施設の設置については、事前相談窓口の担当者にまずはご相談を
お願いします。

相談窓口 連絡先

国土交通省 九州地方整備局
武雄河川事務所 流域治水支援窓口

TEL：0954-23-5157
Mail：qsr-takeo@mlit.go.jp

■流域治水に関する相談窓口

特定都市河川・流域指定に関するホームページをご覧ください。
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